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２０２１年（令和３年）６月１５日 第87号

水戸城大手門（水戸市三の丸） （水戸市提供）
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新
年
度
あ
い
さ
つ

令
和
３
年
度
を
迎
え
、
委
員
の
皆
様

が
地
域
住
民
へ
の
支
援
活
動
等
を
通
し

て
、
地
域
福
祉
へ
の
推
進
に
ご
尽
力
つ

く
し
て
お
り
ま
す
事
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
毎
月
の
定
例
会
や
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
、
会
議

等
が
中
止
に
な
る
な
ど
、
委
員
同
士
で

顔
を
合
わ
せ
る
機
会
が
減
り
、
地
域
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
・
援
助
活
動

に
、
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

今
日
の
厳
し
い
社
会
状
況
の
中
、
社

会
的
孤
立
、
貧
困
、
虐
待
、
ひ
き
こ
も

り
等
住
民
の
抱
え
る
課
題
は
複
雑
多
様

化
し
、
地
域
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

日
々
、
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
地
域

の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
、
困
り
ご
と
を
抱

え
て
い
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
て
、
連

絡
を
と
り
、
つ
な
が
り
を
続
け
て
い
く

事
が
大
事
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
地
域
に
お
け
る
住

民
同
士
の
支
え
合
い
の
仕
組
づ
く
り
が

重
要
性
を
増
す
な
か
に
あ
っ
て
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
へ
の
期
待
は
一
層
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍

の
収
束
後
も
、
委
員
活
動
の
あ
り
方
を

考
え
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ
誰
も
が
笑

顔
で
、
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

行
く
支
援
活
動
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
度
に
あ
た
り
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

〜
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
」
を
目
指
し
て
〜

茨
城
県
保
健
福
祉
部
福
祉
担
当
部
長

飯

塚

一

政

初
夏
の
候
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
地
域
福
祉
の
推
進
に
多

大
な
る
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
に
よ
り
、
感
染
拡
大
防
止
の
取
組

が
進
め
ら
れ
る
中
、
私
た
ち
の
日
常
生
活

に
お
い
て
も
、
人
と
の
接
触
機
会
を
減
ら

す
こ
と
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
つ
こ
と
な
ど
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
が
浸

透
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
お
け
る
在

宅
勤
務
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
急
速
な
普

及
に
よ
り
、
家
族
が
家
庭
内
で
共
に
過
ご

す
時
間
が
増
え
る
一
方
で
、
家
庭
内
Ｄ
Ｖ

の
増
加
と
い
っ
た
負
の
一
面
が
明
ら
か
に

な
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
失

業
や
外
出
自
粛
で
顕
在
化
し
た
孤
独
・
孤

立
問
題
な
ど
、
可
視
化
が
難
し
い
福
祉

ニ
ー
ズ
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
援
助
を
必
要
と
す
る
方

を
適
切
に
把
握
し
、
行
政
の
支
援
に
繋
げ

る
た
め
に
は
、
普
段
か
ら
地
域
住
民
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
日
々
取
り
組
ま
れ

て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
方

の
御
力
添
え
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
様
の
活
動
の

支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
御
尽
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

�

県
民
児
協
会
長

倉

持

嘉

男
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� ２０２１年（令和３年）６月１５日 第８７号民児協いばらき



令令和和３３年年度度 事事業業計計画画書書・・収収支支予予算算書書

１ 運営方針

今日，個人や世帯を取り巻く環境が大きく変化し，地
域においては人と人とのつながりが希薄化するなか，社
会的孤立，貧困，虐待，ひきこもり等住民の抱える課題
は複雑・多様化し，地域においてはさまざまな支援を必
要とする人が増加しています。
また，コロナ禍のなかで，「新しい生活様式」に基づ

く行動が求められ，地域における住民同士の支え合いの
仕組みづくりが重要性を増すなかにあって，民生委員・
児童委員への期待は一層大きなものとなっています。
私たち民生委員・児童委員は，コロナ禍のなかでも，

あるいはコロナ禍の収束後も，委員活動のあり方を考え
ながら，力を合わせ，誰もが笑顔で，安全に，安心して
暮らせる社会づくりへの取り組みを進めて行くことが必
要です。
引き続き地域版活動強化方策の作成について検討を進

めるとともに，民生委員・児童委員制度やその活動を広
く社会に周知して，全民児連との連携・協働を通じ，こ
れからも地域に密着した活動を進め，地域福祉の向上に
貢献していきます。

２ 重点目標

� 地域の実情を把握し，支援を必要とするあらゆる
人びとが孤立することがないよう訪問や見守り，相
談活動の推進

� 虐待やいじめ，体罰，犯罪被害，貧困の連鎖など
から子どもたちを守り，健やかな成長を支えるため
の取り組みの推進

� 「新しい生活様式」に基づく行動が求められるな
かで，住民の多様な生活課題に対応するため，地域
の幅広い関係者との連携とともに，住民同士のつな
がりを強め，支え合い，助けあうことができるまち
づくりの推進
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事 項

・民児協いばらき８７号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・主任児童委員連絡会委員長会議

・監事会
・理事会
・民児協いばらき８７号編集委員会
・児童福祉部会
・主任児童委員連絡会委員長会議
・評議員会

・互助事業運営委員会
・民児協いばらき８７号編集委員会
・民児協いばらき８７号発行（１５日）
・市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会
（班別コース）県北・県央・鹿行地域（１７～１８日大洗町）

・市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会
（班別コース）県南・県西地域（１～２日大洗町）
・主任児童委員連絡会委員長会議
・主任児童委員研修会（３０日水戸市）

・正副会長及び総務委員合同会議
・民生委員児童委員全体研修会（３０日水戸市）

・互助事業運営委員会
・理事会
・市町村民生委員児童委員教室

県北・県央・鹿行地域（１６～１７日大洗町）
県南・県西地域 （３０～１０月１日大洗町）

・民児協いばらき８８号編集委員会
・市町村民生委員児童委員協議会
会長・副会長合同研究協議会
（全県コース）（１５日水戸市）

・第４０回茨城県民生委員児童委員大会（５日水戸市）
・民児協いばらき８８号編集委員会
・主任児童委員連絡会委員長会議

・民児協いばらき８８号編集委員会
・正副会長及び総務委員合同会議
・互助事業運営委員会

・民児協いばらき８８号発行（１５日）

・正副会長及び総務委員合同会議

・互助事業運営委員会
・理事会
・評議員会

月

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

令和２年度第３回理事会（３月９日）及び第２回評議員会（３月２６日）
において、令和３年度事業計画書及び収支予算書が承認されました。

�

民生委員活動
推進事業費
１�６５９�０００円（２�８％）

民生委員活動
推進事業費
３７�５１９�１００円
（６５�３％）

互助事業費
１２�３７１�０００円
（２０�６％）

【経常収益】

【経常費用】

経常収益
５９�９７７�０００円

経常費用
５７�４７７�０００円

法人会計
４５�９４７�０００円
（７６�６％）

法人会計
９�３８９�６００円
（１６�３％）

互助事業費
１０�５６８�３００円
（１８�４％）

第８７号 ２０２１年（令和３年）６月１５日民児協いばらき



令令和和２２年年度度 事事業業報報告告書書・・収収支支決決算算書書（（計計算算書書類類等等））

事業報告
１ 協議会の運営
○理事会（３回）
○監事会（１回）
○評議員会（２回）
○正副会長会議（５回）
○部会、専門委員会
・総務委員会（３回）
・編集委員会（９回）
・児童福祉部会（２回）
・主任児童委員連絡会委員長会議（３回）
・互助事業運営委員会（４回）

※書面決議または書面協議を含む

２ 研究協議会等の開催 新型コロナウイルスの感染
拡大防止のため，集合研修としての開催を中止とし
た。代わりに参加予定者へ資料を作成・配布し，各
自で研修できるようにした。
○市町村民生委員児童委員協議会会長・副会長合同
研究協議会

○市町村民生委員児童委員教室
○民生委員児童委員全体研修会
○主任児童委員研修会

３ 全国会議等への参加
○民生委員・児童委員リーダー研修会（集合研修に
代え，研修代替動画を提供）
○児童委員活動研修会（集合研修に代え，研修代替
動画を提供）
○全国民生委員指導者研修会（ＤＶＤ視聴のうえレ
ポートを提出し，評価を受けた）
○第８９回全国民生委員児童委員大会

４ 市町村民生委員活動の推進
○指定民児協
・北茨城市南部地区民生委員児童委員協議会
・神栖市神栖地区民生委員児童委員協議会
・利根町民生委員児童委員協議会
・古河市第３地区民生委員児童委員協議会

５ 茨城県民生委員児童委員大会
○第３９回茨城県民生委員児童委員大会

６ その他の主な事業
○「民生委員児童委員の日活動強化週間」の取り組
み強化（５月１２日～１８日）
○情報の提供
・民児協いばらきの発行（２回）
○互助事業の実施
・全国民生委員児童委員互助事業及び県互助事業
の実施

令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令令和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増増減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書

�

令和３年度第１回理事会（５月１２日）及び第１回評議員会（５月２７日）（どちらも書面による協議）において，令和２年度の事業
報告書及び収支決算書（計算書類等）が承認されました。

民生委員活動
推進事業費
２６�７０７�７５８円
（６０％）

【経常費用】

経常費用
４４�５０６�０２４円

法人会計
８�５７１�７１０円
（１９�３％）

互助事業費
９�２２６�５５６円
（２０�７％）

民生委員活動
推進事業費
１�３４９�１００円（２�３％）

互助事業費
１２�３７０�５４９円
（２０�７％）

【経常収益】

法人会計
４６�０６１�７３９円
（７７％）

経常収益
５９�７８１�３８８円

２０２１年（令和３年）６月１５日 第８７号民児協いばらき



地 区 民 児 協 だ よ り地 区 民 児 協協 だだ よよ りり
城
里
町
は
茨
城
県
北
西
部
に
位
置
し
、
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
は

１
７
、
８
２
３
人
。
高
齢
化
率
は
３７
・
６
％
で
、
今
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

現
在
、
城
里
町
民
児
協
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
４７
名
（
う
ち
主
任
児
童
委

員
２
名
）
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
な
か
、

当
初
計
画
し
て
い
た
学
校
訪
問
や
視
察
研
修
等
が
す
べ
て
中
止
と
な
り
、
定
例

会
が
開
催
で
き
な
い
月
も
あ
り
ま
し
た
。

定
例
会
は
、
活
動
の
基
盤
で
あ
り
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で
も
、
気
軽
に
話

し
合
い
、
仲
間
同
士
が
活
動
を
支
え
合
う
場
で
す
。

６
月
以
降
は
、
定
例
会
の
出
席
に
つ
い
て
委
員
及
び
家
族
の
健
康
状
態
や
意

思
を
尊
重
し
、
感
染
防
止
対
策
を
し
た
う
え
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
視
察
研
修
や
事
項
別
研
修
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
委
員
の
資
質
向
上

の
た
め
、「
生
活
保
護
制
度
」「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」「
里
親
制
度
」
に
つ
い
て

全
体
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
の
活
動
と
し
て
は
、
訪
問
が
難
し
い
時
期
は
、
電
話
連
絡
以
外
に
も
、

車
で
の
巡
回
や
、
散
歩
を
し
な
が
ら
洗
濯

物
や
電
気
の
消
灯
な
ど
で
安
否
を
確
認
す

る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
様
々
な
困
り

ご
と
を
抱
え
る
方
の
見
守
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。
顔
を
合
わ
せ
て
接
す
る
機
会
が
減

り
、
生
活
す
る
方
の
実
情
が
見
え
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
中
で
、
地
域
を
見
守
り
、
関

係
機
関
に
つ
な
ぐ
重
要
性
は
増
し
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
は
明
る
く
楽
し
い
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
の
活
動
を
心
が
け
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
に
寄
り
添
う
『
良

き
隣
人
』
と
し
て
、
一
層
の
研
鑽
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

神
栖
市
は
、
人
口
が
約
９
万
５
千
人
で
高
齢
化
率
は
２３
・
４
％
、
１８
歳
未
満

の
児
童
が
約
１
万
５
千
人
で
人
口
比
率
は
１５
・
８
％
で
す
。
ま
た
、
神
栖
市
で

は
、
神
栖
市
神
栖
地
区
民
児
協
６７
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）、
神
栖
市

波
崎
地
区
民
児
協
６６
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
３
名
）
の
委
員
が
、
コ
ロ
ナ
渦

の
対
面
活
動
に
苦
慮
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
対
応
、
さ
ら
に
は
近
年
こ
ど
も
に
関
す
る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
神
栖
地
区
民
児
協
で
は
、
生
活
保
護
生
業
援
護
関
係
、
母
子
保
健
衛
生

関
係
、
児
童
福
祉
関
係
、
老
人
福
祉
関
係
、
障
が
い
者
福
祉
関
係
に
分
か
れ
て
、

ま
た
波
崎
地
区
民
児
協
で
は
、
生
活
保
護
関
係
、
児
童
福
祉
関
係
、
身
体
障
が

い
者
（
児
）
知
的
障
が
い
者
（
児
）
関
係
、
保
健
衛
生
関
係
、
老
人
福
祉
母
子

福
祉
関
係
に
分
か
れ
て
事
項
別
に
そ
れ
ぞ
れ
研
修
会
を
開
催
し
、
必
要
な
自
身

の
知
識
等
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
神
栖
市
連
合
民
児
協

会
員
は
日
本
赤
十
字
社
奉
仕
団
員
を
兼
ね
て
お
り
、
日
赤
活
動
の
協
力
や
イ
ベ

ン
ト
で
炊
き
出
し
訓
練
及
び
啓
発
物
品
の
配
付
な
ど
民
児
協
の
啓
発
活
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
協
議
会
自
主

運
営
の
推
進
と
強
化
を
図
り
、
担
当
地
域
の

実
態
把
握
に
努
め
、
定
例
会
の
完
全
出
席
と

活
動
記
録
表
の
整
理
提
出
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
毎
月
の
地
区
定
例
会
や
年
２
回
の

連
合
民
児
協
に
よ
り
、
情
報
交
換
や
課
題
等
、

委
員
同
士
が
悩
み
や
苦
労
を
話
し
合
い
支
え

合
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
神
栖
市
民
の
身
近
な
相
談
相
手

と
し
て
、
市
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
重
責
を
担
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

城城里里町町

城
里
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

城
里
町
民
児
協
会
長

和
田

雅
治

神神栖栖市市

神
栖
市
連
合
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

神
栖
市
連
合
民
児
協
会
長

今
郡

利
夫
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地 区 民 児 協 だ よ り地地 区区 民民 児児 協 だ よ り
取
手
市
は
県
南
の
玄
関
口
と
し
て
、
令
和
２
年
１０
月
に
市
制
施
行
５０
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
取
手
市
民
児
協
は
７
つ
の
地
区
で
構
成
さ
れ
、
中
部
地

区
は
１９
名
（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
）
の
委
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
１２
月
の
一
斉
改
選
後
、
取
手
市
民
児
協
１
８
９
名
の
定
数
の
う
ち

５０
名
ほ
ど
の
委
員
が
新
た
な
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
年
明
け
の
春
に

は
外
出
自
粛
制
限
が
発
令
さ
れ
、
地
区
定
例
会
や
各
種
研
修
会
の
中
止
、
高
齢

者
宅
訪
問
な
ど
も
自
粛
と
な
り
、
新
任
民
生
委
員
も
活
動
や
知
識
習
得
も
で
き

ず
コ
ロ
ナ
収
束
を
願
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
の
最
中
「
取
手
市
中
部
地
区
民
児
協
」
主
催
の
研
修
会
を
令
和
２
年
１１
月

１８
日
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
場
は
取
手
市
役
所
敷
地
に
あ
る
取

手
市
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、
１
８
０
名
定
員
の
と
こ
ろ
５０
名

で
計
画
し
ま
し
た
。
中
部
地
区
に
隣
接
す
る
２
つ
の
単
位
民
児
協
に
も
声
を
か

け
、
当
日
は
４６
名
の
委
員
が
参
加
、
う

ち
１９
名
が
新
任
の
委
員
で
し
た
。

研
修
会
当
日
は
検
温
、
入
り
口
に
は

消
毒
液
の
他
、
参
加
者
に
は
ア
マ
ビ
エ

登
録
も
お
願
い
し
ま
し
た
。講
師
に「
泉

恵
造
先
生
」
を
招
き
『「
地
域
の
つ
む

ぎ
役
」
と
な
ろ
う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、

民
生
委
員
の
歴
史
、
意
識
調
査
結
果
に

よ
る
や
り
が
い
や
悩
み
、
訪
問
活
動
に

必
要
な
信
頼
関
係
の
築
き
方
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
が
、
新
任
委
員
に
分

か
り
易
く
、
熟
練
委
員
も
新
た
な
気
づ

き
を
発
見
し
た
有
意
義
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

五
霞
町
は
、
県
の
西
南
端
に
位
置
し
、
埼
玉
県
と
千
葉
県
に
隣
接
す
る
人
口

約
８
千
４
百
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
高
齢
化
率
は
３４
％
に
達
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。令

和
６
年
に
は
東
西
小
学
校
が
統
合
し
、
小
中
一
貫
校
と
し
て
発
足
す
る
予

定
で
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
２０
名（
う
ち
主
任
児
童
委
員
２
名
）に
て
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
委
員
は
３
つ
の
部
会
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
て
研
修
や

勉
強
会
を
行
い
、
年
に
一
度
部
会
ご
と
の
発
表
を
行
い
ま
す
。

民
児
協
の
活
動
と
し
て
は
独
居
老
人
、
高
齢
者
世
帯
、
老
々
介
護
や
寝
た
き

り
の
方
々
等
の
見
守
り
や
安
否
確
認
は
勿
論
で
す
が
、
要
支
援
者
の
台
帳
や
歳

末
助
け
合
い
の
名
簿
作
成
並
び
に
配
分
、
そ
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
行
う
友
愛

訪
問
の
名
簿
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
方
々
へ
、

日
赤
研
修
で
学
ん
だ
三
角
巾
包
帯
法

や
非
常
食
の
炊
出
し
等
の
伝
達
も
大

事
な
行
事
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
昨
年
町
教
育
委
員
会

で
立
ち
上
げ
た
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
に

参
加
し
、
小
学
生
の
登
下
校
に
一
緒

に
歩
き
、
児
童
の
見
守
り
を
始
め
ま

し
た
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
民
児
協
の
活
動

も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
す
が
、
身
近

な
相
談
の
窓
口
と
し
て
、
き
め
細
や

か
な
福
祉
の
行
き
届
い
た
五
霞
町
を

目
指
し
、
民
児
協
一
丸
と
な
り
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

取取手手市市

取
手
市
中
部
地
区
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

取
手
市
中
部
地
区
民
児
協
会
長

大
友

博
子

五五霞霞町町

五
霞
町
民
児
協
の
活
動
に
つ
い
て

五
霞
町
民
児
協
会
長

篠
�

悦
子
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こ
の
度
、
次
の
方
が
栄
え
あ
る
叙
勲
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
叙

勲

瑞
宝
単
光
章

�

瀬

子
（
取
手
市
）

●
県
保
健
福
祉
部
の
人
事
異
動

民
生
委
員
・
児
童
委
員
関
係

（
令
和
３
年
４
月
１
日
）（
敬
称
略
）

部

長

木
庭

愛
（
留
任
）

福
祉
担
当
部
長

飯
塚

一
政
（
新
任
）

理
事
兼
次
長

吉
添

裕
明
（
留
任
）

次

長

滝

睦
美
（
新
任
）

子
ど
も
政
策
局
長

柴

義
則
（
新
任
）

厚
生
総
務
課
長

森
田

達
也
（
新
任
）

健
康
・
地
域
ケ
ア
推
進
課
長

関

律
子
（
新
任
）

福
祉
指
導
課
長

信
田

好
則
（
新
任
）

長
寿
福
祉
推
進
課
長

磯
�

聡
（
新
任
）

障
害
福
祉
課
長

前
川

吉
秀
（
留
任
）

青
少
年
家
庭
課
長

山
本

晃
裕
（
留
任
）

福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
長

関
根

正
弘
（
留
任
）

中
央
児
童
相
談
所
長

後
藤

幸
夫
（
留
任
）

日
立
児
童
相
談
所
長

小
松

正
光
（
留
任
）

鉾
田
児
童
相
談
所
長

根
本

幹
哉
（
留
任
）

土
浦
児
童
相
談
所
長

中
林

貴
紀
（
留
任
）

筑
西
児
童
相
談
所
長

根
本

栄
一
（
留
任
）

●
お
知
ら
せ

（
令
和
３
年
度
県
民
児
協
主
催
の

研
修
会
及
び
県
大
会
予
定
）

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
・
副
会
長
合
同
研
修
協
議
会

（
班
別
）【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

６
月
１７
日
（
木
）
〜
１８
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

７
月
１
日
（
木
）
〜
２
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

（
全
県
）
１０
月
１５
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
班
別
と
全
県
の

２
つ
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。

○
市
町
村
民
生
委
員
児
童
委
員
教
室

【
県
北
・
県
央
・
鹿
行
地
域
】

９
月
１６
日
（
木
）
〜
１７
日
（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

【
県
南
・
県
西
地
域
】

９
月
３０
日（
木
）〜
１０
月
１
日（
金
）

大
洗
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

○
主
任
児
童
委
員
研
修
会
【
県
内
全
域
】

７
月
３０
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

○
民
生
委
員
児
童
委
員
全
体
研
修
会

【
県
内
全
域
】

８
月
３０
日
（
月
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

○
第
４０
回
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

１１
月
５
日
（
金
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

（
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

大
ホ
ー
ル

◎
研
修
会
及
び
県
大
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
、
中
止
又
は
内
容
が
変

更
に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
ご
留
意
願
い
ま
す
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

第
８６
号
の
「
地
区
民
児
協
だ
よ
り
」
７

ペ
ー
ジ
下
段
の
桜
川
市
の
記
事
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
訂

正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

題
名
及
び
会
長
の
肩
書
き
に
つ
い
て
、

「
桜
川
市
連
合
民
児
協
」
は
誤
り
で
、

正
し
く
は
い
ず
れ
も「
桜
川
市
民
児
協
」

で
あ
り
、「
連
合
」
の
２
字
は
付
き
ま

せ
ん
。

事事

務務

局局

だだ

よよ

りり

◎

祝

受

賞
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「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
第
８７
号
発
刊
に
当

た
り
、
４
月
６
日
火
曜
日
茨
城
県
総
合
福

祉
会
館
に
お
い
て
第
一
回
編
集
会
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
天
気
も
良
く
、
山
桜
を

眺
め
な
が
ら
水
戸
に
行
こ
う
と
少
し
早
め

に
家
を
出
ま
し
た
。

ま
ず
は
鬼
怒
川
そ
し
て
小
貝
川
を
渡
り

筑
波
山
に
向
か
っ
て
車
を
進
め
ま
し
た
。

筑
波
山
に
近
づ
く
に
つ
れ
山
桜
の
花
の

色
が
少
し
ず
つ
鮮
明
に
見
え
て
来
ま
し
た
。

筑
波
山
の
裾
野
に
点
在
し
て
い
る
山
桜
の

花
の
色
と
他
の
木
々
の
新
緑
と
の
対
照
に

よ
り
花
が
微
か
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る

か
の
よ
う
に
も
見
え
、
ま
さ
に
山
全
体
が

明
る
く
笑
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

筑
波
山
、
足
尾
山
、
加
波
山
、
雨
引
観

音
そ
し
て
謡
曲
で
有
名
な
桜
川
（
旧
岩
瀬

町
）
と
山
桜
の
景
色
を
充
分
堪
能
、
そ
の

後
国
道
５０
号
を
走
り
茨
城
県
総
合
福
祉
会

館
に
到
着
し
ま
し
た
。

帰
り
道
山
桜
を
別
の
角
度
か
ら
も
観
よ

う
と
北
関
東
自
動
車
道
に
乗
り
、
近
く
に

遠
く
に
そ
し
て
上
か
ら
も
下
か
ら
も
と

様
々
な
山
桜
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

と
同
時
に
「
民
児
協
い
ば
ら
き
」
が
皆
様

の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
こ
の
景
色
が

ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

と
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
の
帰
り
道
と
な

り
ま
し
た
。

大
変
お
忙
し
い
中
執
筆
下
さ
っ
た
皆
様

に
は
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難

う
御
座
い
ま
し
た
。

瀬
�

欣
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